
○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人 ○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人 ○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人 ●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人

●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人 ●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

※ 資質・能力に関する６つの観点「素養」「学習指導」「生徒指導」「特別な配慮や支援」「ICT等の利活用」「ふくいの力」は相互に関連し合っている。

・福井の産業・歴史・文化等への理解 ・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成 ・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

福井の教育の継承 ・福井の教育をよりよくしていく心と態度 ・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進 ・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

・学校経営方針に基づく予算編成と執行による教育
　環境の整備・充実
・事務職員と連携した組織的で適正な執行管理

活用指導力の向上と
教育活動の充実

・ICTに関する基礎的な技能の習得
・学校におけるデータ活用の意義の理解

・ICT活用指導力の向上とICTの特性や強みを活かした多様な学習形態や専門性の高い教育活動の実現
・学習履歴や健康上・生徒指導上のデータ等の蓄積・利活用による学習支援・校務の効率化

・子どもの多様な背景と学習上・生活上の困
　難への配慮の理解

・インクルーシブ教育の視点や異文化理解・多文化共生等の考え方に基づく、多様性を認め合い支え合う安全・安心な風土の醸成
・子ども一人ひとりの特性等の理解と共感的な関わり、学習上・生活上のつまずきや困難の早期発見と適切な援助・指導

特別支援教育に関する
専門性

・特別支援教育や障がいの特性、合理的配
　慮への理解
・障がいに応じた支援に関する基本的な知識

働きがいと働きやすさ
の両立

・業務の適正化と勤務時間管理による子どもと向き
　合う時間の確保と教育者としての幸福感の向上
・教職員のメンタルヘルス対策と労働安全衛生管理
　の充実、ワーク・ライフ・バランスの推進

人材育成

・教職員の自律的な成長や中核となる人材の育成
　を意識した業務の割り当て、適正な評価と指導・助
　言
・教職員の自律的な学びを促す校内研修の推進
・対話に基づく教職員の意欲喚起とキャリアパスへの
　助言、一人一人に応じた研修等の受講奨励

・組織的な課題未然防止教育の工夫と実践
・子どもの実情や背景の把握と個別の課題に
　対応した援助・指導
・報告・連絡・相談を通した校内外のスタッフ
　によるチームでの共通理解と対応

・変動する社会状況や子どもの心理状態の的
　確な把握と個別の実態に応じた援助・指導
・一人ひとりの子どもに対する一貫性のある
　連携体制の整備と取組の推進

・課題未然防止教育の理解
・子どもの実情や背景の把握と報告・連絡・
　相談による組織的対応の理解

・課題未然防止教育に関する学校の方針の
　理解と実践
・子どもの実情や背景の把握と報告・連絡・
　相談による組織的対応の姿勢

カリキュラム・
マネジメント

・横断的・総合的な学習で育成される子ども
　の資質・能力の理解
・社会や地域とつなげた教育活動の意義への
　理解

・学校の教育目標の把握とめざす子ども像を
　意識した授業づくり
・社会や地域とつなげた教育活動への参画

・学校の実態に応じた教科横断的な視点で
　の教育課程の評価・改善
・社会や地域とつなげた特色ある教育活動の
　提案

・学校の実態に応じた教科横断的な視点で
　の組織的な教育活動を牽引
・社会や地域とつなげる教育資源の開発・活
　用 組織づくり

ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

・福井の教育の特長の理解 ・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進 ・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

「ふるさと福井」の教育

・障がいの状態に応じた具体的な支援に関す
　る知識・技能の習得
・多様な教育的ニーズの把握と合理的配慮
　の提供

・特別支援教育に関する最新の知識の習得
・個別の教育支援計画等に基づく連続性の
　ある支援、保護者や関係機関との連携

・学校を取り巻く環境や特別支援教育に関す
　る課題の把握と組織的な支援の調整

学校安全・危機管理

・服務規律・法令遵守の教職員への啓発と徹底
・様々な危機に対する未然防止策の策定による組織
　体制の整備
・保護者・地域・関係機関との協力関係の構築

I

C

T

等

の

利

活

用

子どもの情報活用能力
の育成

・子どもの情報活用能力育成の重要性の理
　解

・個別最適な学び・協働的な学びの実現による子どもの問題発見解決力・自己調整力の育成
・子どもがデジタル社会の一員として責任をもって行動していく態度の醸成

財務管理

特

別

な

配

慮

や

支

援

全ての子どもの安全・
安心な居場所づくり

・多様な専門性等を有する人材が円滑にコミュニケ
　ーションを取れる心理的安全性の確保
・保護者や地域、関係機関や産業界等との折衝・協
　働による相互作用の促進連携・協働

・子どもや保護者と教職員の相互理解の重要
　性の理解

・保護者や地域との信頼関係の構築
・学校内外の多様な人々との連携・協働、関係機関との連携を通じた課題解決への姿勢

学

習

指

導

教科等の専門性
・主体的・対話的で深い学びへの理解
・子どもの資質・能力の育成に資する教科等
　に関する専門性

・教科等の見方・考え方を働かせた主体的・対話的で深い学びの実現
・教科等に関する専門性の向上と学習者中心の授業の創造

学

校

経

営

者

と

し

て

の

専

門

性

経営方針提示

・学校の置かれた状況や教育課題の把握と明確な
　経営ビジョンの提示
・経営ビジョンの教職員との共有、地域や保護者への
　発信による連携・協働の促進

授業力

・子どもの多様な特性や学習状況に応じた授
　業展開への理解
・探究的な学習の過程に即した学習活動・授
　業改善への理解

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた
　発問や視覚化等の工夫
・指導と評価の一体化に基づく授業改善、子
　どもの主体的な学びを支援する伴走者とし
　ての授業実践力の向上

・子どもの学びを見取り、引き出し、つなぐ、
　ファシリテーション力
・省察的実践サイクルの構築による探究的な
　学びの推進と授業実践力の向上

・子どもの主体性を尊重し、子ども同士の考え
　をつなぎ、子どもとともに作り上げる授業の
　工夫
・省察と対話による授業実践力の向上、継続
　的な授業改善を牽引

教育活動の推進

・教育課程および教育活動の評価・改善と組織的な
　学校運営による特色ある学校づくり
・多様な子どもに対する個別最適な支援の工夫、多
　様な教育的ニーズへの組織的対応

・目標達成に向けた適切な校務分掌の設計、教職員
　の適性を生かした業務分担、役割の明確化
・多様な専門性等を有する人材が強み等を生かして
　連携・協働できる体制構築の工夫
・教師同士の学び合いを促進する環境整備・雰囲気
　づくり

生

徒

指

導

子どもの発達を支える
働きかけ

・子ども一人ひとりのよさや可能性を伸ばす
　姿勢
・認め合い励まし合い支え合う集団づくりと個
　別の子どもの状況に応じた配慮への理解

・子ども一人ひとりへの共感的理解とよさや可能性を伸ばす姿勢、子どもの自己指導能力の獲得を目指した支援
・子ども一人ひとりが自己存在感を感受し、個性を発揮できる相互扶助的で共感的な人間関係の育成と集団づくり
・子ども一人ひとりの自己実現やキャリアデザイン力の育成を目指した教育活動の充実

課題の未然防止・
早期発見
困難課題への対応

・教育者としての素養を磨き、教職に関する見識を高
　める姿勢
・学校教育の持続的改善に向けた保護者や地域、関
　係機関との信頼関係の構築倫理観

人間性
社会性

・服務規律・法令の理解と遵守
・確かな人権意識と豊かな人間性
・多様性への理解と円滑なコミュニケーションによる良好な人間関係の構築

マネジメント能力

・明確な教育理念、状況に応じた的確な判断、迅速
　で合理的な決断
・学校教育を取り巻く環境の変化への適応
・教育資源の開発・活用学び続ける力

探求心

・学校現場の実態や教育改革の動向の把握、社会の変化を前向きに受け止めよりよい教育活動を模索する態度
・自らの実践を省察し、探究心をもって挑戦し続ける姿勢
・学びの機会への積極的参加による新しい知識や多様な価値観の獲得と得意分野や強みの伸長

アセスメント能力

・内外環境に関する情報の収集・整理、データや理論
　に基づいた分析、関係者との共有
・多様な人材の能力や特徴、価値観の理解と公正な
　評価

業務改善

素

養

教育的愛情
使命感
責任感

・子どものウェルビーイングを高め、豊かな人間性を育む熱意
・持続可能な社会の創り手を育成する使命感、責任感
・子どもの命を守る安全教育・危機管理の理解

素

養

教育者としての資質

・効率的な時間管理に対する意識
・精選・改善・創意工夫による効率的・効果的な業務遂行と勤務時間の適正な管理
・心身の健康、モチベーションを高めるワーク・ライフ・バランスの実現

同僚性
・支え合い高め合う同僚性への理解
・OJTや校内研修の意義の理解

・協働的活動への積極的参加による同僚性
　の構築
・組織における自らの役割の理解と行動

・支え合い高め合う同僚性の構築、学び合う
　文化の醸成
・OJTや校内研修の推進、若手教員への助言

・支え合い高め合う同僚性、学び合う組織づく
　りを牽引
・組織マネジメントへの主体的な参画

ファシリテーション能力

福井の教育が目指す育てたい人間像

福井が求める教師像

福　井　県　教　員　育　成　指　標

教諭 管理職福井県が求める
採用時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ
トップリーダーとして
教育活動を推進する教員としての基盤を固める

中堅教員・ミドルリーダーとして
教育活動を牽引する

経験を生かして指導・助言し、
組織的な運営をする資質・能力に関する観点 資質・能力に関する観点



○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人 ○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人 ○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人 ●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人

●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人 ●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

※ 資質・能力に関する６つの観点「素養」「養護教諭の専門領域」「生徒指導」「特別な配慮や支援」「ICT等の利活用」「ふくいの力」は相互に関連し合っている。

働きがいと働きやすさ
の両立

・業務の適正化と勤務時間管理による子どもと向き
　合う時間の確保と教育者としての幸福感の向上
・教職員のメンタルヘルス対策と労働安全衛生管理
　の充実、ワーク・ライフ・バランスの推進

人材育成

・教職員の自律的な成長や中核となる人材の育成
　を意識した業務の割り当て、適正な評価と指導・助
　言
・教職員の自律的な学びを促す校内研修の推進
・対話に基づく教職員の意欲喚起とキャリアパスへの
　助言、一人一人に応じた研修等の受講奨励

ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

・福井の教育の特長の理解 ・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進 ・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

「ふるさと福井」の教育

I

C

T

等

の

利

活

用

子どもの情報活用能力
の育成

・子どもの情報活用能力育成の重要性の理
　解

・個別最適な学び・協働的な学びの実現による子どもの問題発見解決力・自己調整力の育成
・子どもがデジタル社会の一員として責任をもって行動していく態度の醸成

財務管理

・福井の産業・歴史・文化等への理解 ・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成 ・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

学校安全・危機管理

・服務規律・法令遵守の教職員への啓発と徹底
・様々な危機に対する未然防止策の策定による組織
　体制の整備
・保護者・地域・関係機関との協力関係の構築

学

校

経

営

者

と

し

て

の

専

門

性

福井の教育の継承 ・福井の教育をよりよくしていく心と態度 ・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進

特

別

な

配

慮

や

支

援

・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

・学校経営方針に基づく予算編成と執行による教育
　環境の整備・充実
・事務職員と連携した組織的で適正な執行管理

活用指導力の向上と
教育活動の充実

・ICTに関する基礎的な技能の習得
・学校におけるデータ活用の意義の理解

・ICT活用指導力の向上とICTの特性や強みを活かした多様な学習形態や専門性の高い教育活動の実現
・学習履歴や健康上・生徒指導上のデータ等の蓄積・利活用による学習支援・校務の効率化

経営方針提示

・学校の置かれた状況や教育課題の把握と明確な
　経営ビジョンの提示
・経営ビジョンの教職員との共有、地域や保護者への
　発信による連携・協働の促進

保健管理

・子どもの健康課題の分析方法や保健マネジ
　メントについて若手教員等に指導・助言

・養護教諭の専門性や学習指導要領に関す
　る基礎的な知識・技能

・自校の保健教育の計画立案に参画し、子ど
　もに指導

・子どもの実態に基づいた保健教育を実践
・学校全体の実態から課題を把握し、自校の
　カリキュラム・マネジメントに対しての適切な
　提案

健康相談
・子どもの発達段階に伴う疾患及び健康相談
　に関する基礎的な知識

・健康相談のプロセスを理解し、 子どもの健
　康課題について、 教職員と連携、 早期対応

・子どもの健康課題について、保護者や専門
　家と連携し、校内相談体制を整備

・教職員全体の専門性を高める校内研修を
　企画、運営し、校内相談体制の充実

組織づくり

・目標達成に向けた適切な校務分掌の設計、教職員
　の適性を生かした業務分担、役割の明確化
・多様な専門性等を有する人材が強み等を生かして
　連携・協働できる体制構築の工夫
・教師同士の学び合いを促進する環境整備・雰囲気
　づくり

教育活動の推進

・教育課程および教育活動の評価・改善と組織的な
　学校運営による特色ある学校づくり
・多様な子どもに対する個別最適な支援の工夫、多
　様な教育的ニーズへの組織的対応

全ての子どもの安全・
安心な居場所づくり

素

養

教育的愛情
使命感
責任感

・子どものウェルビーイングを高め、豊かな人間性を育む熱意
・持続可能な社会の創り手を育成する使命感、責任感
・子どもの命を守る安全教育・危機管理の理解

生

徒

指

導

子どもの発達を支える
働きかけ

・子ども一人ひとりのよさや可能性を伸ばす
　姿勢
・認め合い励まし合い支え合う集団づくりと個
　別の子どもの状況に応じた配慮への理解

・子ども一人ひとりへの共感的理解とよさや可能性を伸ばす姿勢、子どもの自己指導能力の獲得を目指した支援
・子ども一人ひとりが自己存在感を感受し、個性を発揮できる相互扶助的で共感的な人間関係の育成と集団づくり
・子ども一人ひとりの自己実現やキャリアデザイン力の育成を目指した教育活動の充実

課題の未然防止・
早期発見
困難課題への対応

・課題未然防止教育の理解
・子どもの実情や背景の把握と報告・連絡・
　相談による組織的対応の理解

・課題未然防止教育に関する学校の方針の
　理解と実践
・子どもの実情や背景の把握と報告・連絡・
　相談による組織的対応の姿勢

・養護教諭の役割及び保健室の機能に関す
　る基礎的な知識

保健室経営
・子どもの健康課題に応じた保健室経営計画
　を立案、実践

・子どもの健康課題に応じ、校内組織を活か
　した保健室経営を実践

・保健組織活動に関する基礎的な知識保健組織活動

・組織的な課題未然防止教育の工夫と実践
・子どもの実情や背景の把握と個別の課題に
　対応した援助・指導
・報告・連絡・相談を通した校内外のスタッフ
　によるチームでの共通理解と対応

・変動する社会状況や子どもの心理状態の的
　確な把握と個別の実態に応じた援助・指導
・一人ひとりの子どもに対する一貫性のある
　連携体制の整備と取組の推進

養

護

教

諭

の

専

門

領

域

保健教育

・子どもの健康状態等の把握と保健管理に関
　する基礎的な知識

・子どもの心身の疾病や障がいに対する理解
　と適切な対応

・保健管理の組織的対応について校内の連
　携体制を整備

・保健管理の組織的対応ができるように、校
　内の連携協働を推進

・障がいの状態に応じた具体的な支援に関す
　る知識・技能の習得
・多様な教育的ニーズの把握と合理的配慮
　の提供

・特別支援教育に関する最新の知識の習得
・個別の教育支援計画等に基づく連続性の
　ある支援、保護者や関係機関との連携

・学校を取り巻く環境や特別支援教育に関す
　る課題の把握と組織的な支援の調整

・教職員及び学校三師と連携し、保健組織活
　動の企画、運営に参画

・効果的な保健組織活動を実践し、適切に評
　価、改善

・近隣の学校や関係機関と情報交換を行い、
　地域レベルでの保健組織活動の推進

・インクルーシブ教育の視点や異文化理解・多文化共生等の考え方に基づく、多様性を認め合い支え合う安全・安心な風土の醸成
・子ども一人ひとりの特性等の理解と共感的な関わり、学習上・生活上のつまずきや困難の早期発見と適切な援助・指導

特別支援教育に関する
専門性

・特別支援教育や障がいの特性、合理的配
　慮への理解
・障がいに応じた支援に関する基本的な知識

・子どもの多様な背景と学習上・生活上の困
　難への配慮の理解

素

養

教育者としての資質

・教育者としての素養を磨き、教職に関する見識を高
　める姿勢
・学校教育の持続的改善に向けた保護者や地域、関
　係機関との信頼関係の構築倫理観

人間性
社会性

・服務規律・法令の理解と遵守
・確かな人権意識と豊かな人間性
・多様性への理解と円滑なコミュニケーションによる良好な人間関係の構築

マネジメント能力

・明確な教育理念、状況に応じた的確な判断、迅速
　で合理的な決断
・学校教育を取り巻く環境の変化への適応
・教育資源の開発・活用学び続ける力

探求心

・学校現場の実態や教育改革の動向の把握、社会の変化を前向きに受け止めよりよい教育活動を模索する態度
・自らの実践を省察し、探究心をもって挑戦し続ける姿勢
・学びの機会への積極的参加による新しい知識や多様な価値観の獲得と得意分野や強みの伸長

アセスメント能力

・内外環境に関する情報の収集・整理、データや理論
　に基づいた分析、関係者との共有
・多様な人材の能力や特徴、価値観の理解と公正な
　評価

業務改善

ファシリテーション能力

・多様な専門性等を有する人材が円滑にコミュニケ
　ーションを取れる心理的安全性の確保
・保護者や地域、関係機関や産業界等との折衝・協
　働による相互作用の促進連携・協働

・子どもや保護者と教職員の相互理解の重要
　性の理解

・保護者や地域との信頼関係の構築
・学校内外の多様な人々との連携・協働、関係機関との連携を通じた課題解決への姿勢

・効率的な時間管理に対する意識
・精選・改善・創意工夫による効率的・効果的な業務遂行と勤務時間の適正な管理
・心身の健康、モチベーションを高めるワーク・ライフ・バランスの実現

同僚性
・支え合い高め合う同僚性への理解
・OJTや校内研修の意義の理解

・協働的活動への積極的参加による同僚性
　の構築
・組織における自らの役割の理解と行動

・支え合い高め合う同僚性の構築、学び合う
　文化の醸成
・OJTや校内研修の推進、若手教員への助言

・支え合い高め合う同僚性、学び合う組織づく
　りを牽引
・組織マネジメントへの主体的な参画

福井の教育が目指す育てたい人間像

福井が求める教師像

福　井　県　教　員　育　成　指　標

養護教諭 管理職福井県が求める
採用時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ
トップリーダーとして
教育活動を推進する教員としての基盤を固める

中堅教員・ミドルリーダーとして
教育活動を牽引する

経験を生かして指導・助言し、
組織的な運営をする資質・能力に関する観点 資質・能力に関する観点



○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人 ○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人 ○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人 ●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人

●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人 ●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

※ 資質・能力に関する６つの観点「素養」「栄養教諭の専門領域」「生徒指導」「特別な配慮や支援」「ICT等の利活用」「ふくいの力」は相互に関連し合っている。

福井の教育が目指す育てたい人間像

福井が求める教師像

福　井　県　教　員　育　成　指　標

栄養教諭 管理職福井県が求める
採用時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ
トップリーダーとして
教育活動を推進する教員としての基盤を固める

中堅教員・ミドルリーダーとして
教育活動を牽引する

経験を生かして指導・助言し、
組織的な運営をする資質・能力に関する観点 資質・能力に関する観点

素

養

教育的愛情
使命感
責任感

・子どものウェルビーイングを高め、豊かな人間性を育む熱意
・持続可能な社会の創り手を育成する使命感、責任感
・子どもの命を守る安全教育・危機管理の理解

素

養

教育者としての資質

・効率的な時間管理に対する意識
・精選・改善・創意工夫による効率的・効果的な業務遂行と勤務時間の適正な管理
・心身の健康、モチベーションを高めるワーク・ライフ・バランスの実現

同僚性

・子どもの食に関する健康課題について、専
　門医等の関係機関と連携し、実態に即した
　指導・助言

ファシリテーション能力

・教育者としての素養を磨き、教職に関する見識を高
　める姿勢
・学校教育の持続的改善に向けた保護者や地域、関
　係機関との信頼関係の構築倫理観

人間性
社会性

・服務規律・法令の理解と遵守
・確かな人権意識と豊かな人間性
・多様性への理解と円滑なコミュニケーションによる良好な人間関係の構築

マネジメント能力

・明確な教育理念、状況に応じた的確な判断、迅速
　で合理的な決断
・学校教育を取り巻く環境の変化への適応
・教育資源の開発・活用学び続ける力

探求心

・学校現場の実態や教育改革の動向の把握、社会の変化を前向きに受け止めよりよい教育活動を模索する態度
・自らの実践を省察し、探究心をもって挑戦し続ける姿勢
・学びの機会への積極的参加による新しい知識や多様な価値観の獲得と得意分野や強みの伸長

アセスメント能力

・内外環境に関する情報の収集・整理、データや理論
　に基づいた分析、関係者との共有
・多様な人材の能力や特徴、価値観の理解と公正な
　評価

業務改善

・多様な専門性等を有する人材が円滑にコミュニケ
　ーションを取れる心理的安全性の確保
・保護者や地域、関係機関や産業界等との折衝・協
　働による相互作用の促進連携・協働

・子どもや保護者と教職員の相互理解の重要
　性の理解

・保護者や地域との信頼関係の構築
・学校内外の多様な人々との連携・協働、関係機関との連携を通じた課題解決への姿勢

・支え合い高め合う同僚性への理解
・OJTや校内研修の意義の理解

・協働的活動への積極的参加による同僚性
　の構築
・組織における自らの役割の理解と行動

・支え合い高め合う同僚性の構築、学び合う
　文化の醸成
・OJTや校内研修の推進、若手教員への助言

・支え合い高め合う同僚性、学び合う組織づく
　りを牽引
・組織マネジメントへの主体的な参画

学

校

経

営

者

と

し

て

の

専

門

性

給

食

管

理

人材育成

生

徒

指

導

栄

養

教

諭

の

専

門

領

域

・学校給食の役割に関する基礎的な知識
・学校給食実施基準に基づいた献立作成へ
　の理解

活用指導力の向上と
教育活動の充実

・ICTに関する基礎的な技能の習得
・学校におけるデータ活用の意義の理解

・ICT活用指導力の向上とICTの特性や強みを活かした多様な学習形態や専門性の高い教育活動の実現
・学習履歴や健康上・生徒指導上のデータ等の蓄積・利活用による学習支援・校務の効率化

全ての子どもの安全・
安心な居場所づくり

・子どもの多様な背景と学習上・生活上の困
　難への配慮の理解

・インクルーシブ教育の視点や異文化理解・多文化共生等の考え方に基づく、多様性を認め合い支え合う安全・安心な風土の醸成
・子ども一人ひとりの特性等の理解と共感的な関わり、学習上・生活上のつまずきや困難の早期発見と適切な援助・指導

子どもの発達を支える
働きかけ

・子ども一人ひとりのよさや可能性を伸ばす
　姿勢
・認め合い励まし合い支え合う集団づくりと個
　別の子どもの状況に応じた配慮への理解

・子ども一人ひとりへの共感的理解とよさや可能性を伸ばす姿勢、子どもの自己指導能力の獲得を目指した支援
・子ども一人ひとりが自己存在感を感受し、個性を発揮できる相互扶助的で共感的な人間関係の育成と集団づくり
・子ども一人ひとりの自己実現やキャリアデザイン力の育成を目指した教育活動の充実

・課題未然防止教育の理解
・子どもの実情や背景の把握と報告・連絡・
　相談による組織的対応の理解

・課題未然防止教育に関する学校の方針の
　理解と実践
・子どもの実情や背景の把握と報告・連絡・
　相談による組織的対応の姿勢

食

に

関

す

る

指

導

学校給食の
栄養管理

学校給食の
衛生管理

給食の時間・
各教科等

特別支援教育に関する
専門性

課題の未然防止・
早期発見
困難課題への対応

個別的な相談指導

・子どもの栄養摂取状況を把握し、地域や学
　校の特色に応じた献立の作成

・子どもの栄養摂取状況を分析し、家庭や教
　職員等と連携した栄養管理の実践

・学校給食における衛生管理に関して、地域
　レベルで関係者に対し指導・助言

・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

・学校経営方針に基づく予算編成と執行による教育
　環境の整備・充実
・事務職員と連携した組織的で適正な執行管理

経営方針提示

・学校の置かれた状況や教育課題の把握と明確な
　経営ビジョンの提示
・経営ビジョンの教職員との共有、地域や保護者への
　発信による連携・協働の促進

・子どもの食に関する実態を把握し、食に関す
　る指導の全体計画の立案に参画、ならびに
　指導や情報提供

・子どもの食に関する実態から課題を把握し、
　食育を学校全体で組織的に推進

・子どもの食に関する課題、地域の実状等を
　もとに、家庭と連携した地域レベルでの食育
　を推進

・特別支援教育や障がいの特性、合理的配
　慮への理解
・障がいに応じた支援に関する基本的な知識

教育活動の推進

・教育課程および教育活動の評価・改善と組織的な
　学校運営による特色ある学校づくり
・多様な子どもに対する個別最適な支援の工夫、多
　様な教育的ニーズへの組織的対応

・個別的な相談指導の基本的なプロセスに関
　する基礎的な知識
・食に関する健康課題（偏食、肥満・痩身、食
　物アレルギー等）への理解

・教職員、保護者と連携し、子どもの食に関す
　る健康課題に応じた指導

組織づくり

・目標達成に向けた適切な校務分掌の設計、教職員
　の適性を生かした業務分担、役割の明確化
・多様な専門性等を有する人材が強み等を生かして
　連携・協働できる体制構築の工夫
・教師同士の学び合いを促進する環境整備・雰囲気
　づくり

・組織的な課題未然防止教育の工夫と実践
・子どもの実情や背景の把握と個別の課題に
　対応した援助・指導
・報告・連絡・相談を通した校内外のスタッフ
　によるチームでの共通理解と対応

・変動する社会状況や子どもの心理状態の的
　確な把握と個別の実態に応じた援助・指導
・一人ひとりの子どもに対する一貫性のある
　連携体制の整備と取組の推進

・子どもの栄養摂取状況分析方法や、適切な
　栄養管理について若手教員等に指導・助言

・衛生管理の基礎的な知識と理解
・学校給食衛生管理基準に基づいた日常点
　検等について、調理従事員に指導・助言

・学校給食施設に応じた衛生管理の改善に
　ついて、教職員、調理従事者等に指導・助言

働きがいと働きやすさ
の両立

・業務の適正化と勤務時間管理による子どもと向き
　合う時間の確保と教育者としての幸福感の向上
・教職員のメンタルヘルス対策と労働安全衛生管理
　の充実、ワーク・ライフ・バランスの推進

・学習指導要領に基づいた学校における食育
　に関する基礎的な知識

・教職員、保護者と連携し、子どもの食に関す
　る健康課題に応じた個別取組プランの作
　成、実践

・教職員の自律的な成長や中核となる人材の育成
　を意識した業務の割り当て、適正な評価と指導・助
　言
・教職員の自律的な学びを促す校内研修の推進
・対話に基づく教職員の意欲喚起とキャリアパスへの
　助言、一人一人に応じた研修等の受講奨励

ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

・福井の教育の特長の理解 ・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進 ・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

「ふるさと福井」の教育

・障がいの状態に応じた具体的な支援に関す
　る知識・技能の習得
・多様な教育的ニーズの把握と合理的配慮
　の提供

・特別支援教育に関する最新の知識の習得
・個別の教育支援計画等に基づく連続性の
　ある支援、保護者や関係機関との連携

・学校を取り巻く環境や特別支援教育に関す
　る課題の把握と組織的な支援の調整

学校安全・危機管理

・服務規律・法令遵守の教職員への啓発と徹底
・様々な危機に対する未然防止策の策定による組織
　体制の整備
・保護者・地域・関係機関との協力関係の構築

I

C

T

等

の

利

活

用

子どもの情報活用能力
の育成

・子どもの情報活用能力育成の重要性の理
　解

・個別最適な学び・協働的な学びの実現による子どもの問題発見解決力・自己調整力の育成
・子どもがデジタル社会の一員として責任をもって行動していく態度の醸成

財務管理

・福井の産業・歴史・文化等への理解 ・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成 ・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

福井の教育の継承

特

別

な

配

慮

や

支

援

・福井の教育をよりよくしていく心と態度 ・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進



※ 資質・能力に関する６つの観点「素養」「学習指導」「生徒指導」「特別な配慮や支援」「ICT等の利活用」「ふくいの力」は相互に関連し合っている。

ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

・福井の教育の特長の理解
・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進
・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

「ふるさと福井」の
教育

・福井の産業・歴史・文化等への理解
・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成
・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

福井の教育の継承
・福井の教育をよりよくしていく心と態
　度

・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進
・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

I

C

T

等

の

利

活

用

子どもの情報活用
能力の育成

・子どもの情報活用能力育成の重要
　性の理解

・個別最適な学び・協働的な学びの実現による子どもの問題発見解決力・自己調整力の育成
・子どもがデジタル社会の一員として責任をもって行動していく態度の醸成

活用指導力の向上
と教育活動の充実

・ICTに関する基礎的な技能の習得
・学校におけるデータ活用の意義の理
　解

・ICT活用指導力の向上とICTの特性や強みを活かした多様な学習形態や専門性の高い教育活動の実現
・学習履歴や健康上・生徒指導上のデータ等の蓄積・利活用による学習支援・校務の効率化

特

別

な

配

慮

や

支

援

・インクルーシブ教育の視点や異文化理解・多文化共生等の考え方に基づく、多様性を認め合い支え合う安全・安心
　な風土の醸成
・子ども一人ひとりの特性等の理解と共感的な関わり、学習上・生活上のつまずきや困難の早期発見と適切な援助・指
　導

・障がいの状態に応じた具体的な支
　援に関する知識・技能の習得
・多様な教育的ニーズの把握と合理
　的配慮の提供

・特別支援教育に関する最新の知識
　の習得
・個別の教育支援計画等に基づく連
　続性のある支援、保護者や関係機関
　との連携

・学校を取り巻く環境や特別支援教育
　に関する課題の把握と組織的な支援
　の調整

全ての子どもの安
全・安心な居場所
づくり

特別支援教育に関
する専門性

・子どもの多様な背景と学習上・生活
　上の困難への配慮の理解

・特別支援教育や障がいの特性、合理
　的配慮への理解
・障がいに応じた支援に関する基本的
　な知識

・学校の実態に応じた教科横断的な
　視点での組織的な教育活動を牽引
・社会や地域とつなげる教育資源の開
　発・活用

生

徒

指

導

子どもの発達を
支える働きかけ

・子ども一人ひとりのよさや可能性を
　伸ばす姿勢
・認め合い励まし合い支え合う集団づ
　くりと個別の子どもの状況に応じた
　配慮への理解

・子ども一人ひとりへの共感的理解とよさや可能性を伸ばす姿勢、子どもの自己指導能力の獲得を目指した支援
・子ども一人ひとりが自己存在感を感受し、個性を発揮できる相互扶助的で共感的な人間関係の育成と集団づくり
・子ども一人ひとりの自己実現やキャリアデザイン力の育成を目指した教育活動の充実

課題の未然防止・
早期発見
困難課題への
対応

・課題未然防止教育の理解
・子どもの実情や背景の把握と報告・
　連絡・相談による組織的対応の理解

・課題未然防止教育に関する学校の
　方針の理解と実践
・子どもの実情や背景の把握と報告・
　連絡・相談による組織的対応の姿勢

・組織的な課題未然防止教育の工夫
　と実践
・子どもの実情や背景の把握と個別の
　課題に対応した援助・指導
・報告・連絡・相談を通した校内外の
　スタッフによるチームでの共通理解と
　対応

・変動する社会状況や子どもの心理状
　態の的確な把握と個別の実態に応じ
　た援助・指導
・一人ひとりの子どもに対する一貫性
　のある連携体制の整備と取組の推進

連携・協働
・子どもや保護者と教職員の相互理
　解の重要性の理解

・保護者や地域との信頼関係の構築
・学校内外の多様な人々との連携・協働、関係機関との連携を通じた課題解決への姿勢

学

習

指

導

教科等の専門性
・主体的・対話的で深い学びへの理解
・子どもの資質・能力の育成に資する
　教科等に関する専門性

・教科等の見方・考え方を働かせた主体的・対話的で深い学びの実現
・教科等に関する専門性の向上と学習者中心の授業の創造

授業力

・子どもの多様な特性や学習状況に
　応じた授業展開への理解
・探究的な学習の過程に即した学習
　活動・授業改善への理解

・ユニバーサルデザインの視点を取り
　入れた発問や視覚化等の工夫
・指導と評価の一体化に基づく授業改
　善、子どもの主体的な学びを支援す
　る伴走者としての授業実践力の向上

・子どもの学びを見取り、引き出し、つ
　なぐ、ファシリテーション力
・省察的実践サイクルの構築による探
　究的な学びの推進と授業実践力の
　向上

・子どもの主体性を尊重し、子ども同
　士の考えをつなぎ、子どもとともに作
　り上げる授業の工夫
・省察と対話による授業実践力の向
　上、継続的な授業改善を牽引

カリキュラム・
マネジメント

・横断的・総合的な学習で育成される
　子どもの資質・能力の理解
・社会や地域とつなげた教育活動の
　意義への理解

・学校の教育目標の把握とめざす子ど
　も像を意識した授業づくり
・社会や地域とつなげた教育活動へ
　の参画

・学校の実態に応じた教科横断的な
　視点での教育課程の評価・改善
・社会や地域とつなげた特色ある教育
　活動の提案

業務改善 ・効率的な時間管理に対する意識
・精選・改善・創意工夫による効率的・効果的な業務遂行と勤務時間の適正な管理
・心身の健康、モチベーションを高めるワーク・ライフ・バランスの実現

同僚性
・支え合い高め合う同僚性への理解
・OJTや校内研修の意義の理解

・協働的活動への積極的参加による
　同僚性の構築
・組織における自らの役割の理解と行
　動

・支え合い高め合う同僚性の構築、学
　び合う文化の醸成
・OJTや校内研修の推進、若手教員へ
　の助言

・支え合い高め合う同僚性、学び合う
　組織づくりを牽引
・組織マネジメントへの主体的な参画

教員としての基盤を固める
中堅教員・ミドルリーダーとして

教育活動を牽引する
経験を生かして指導・助言し、
組織的な運営をする資質・能力に関する観点

素

養

教育的愛情
使命感
責任感

・子どものウェルビーイングを高め、豊かな人間性を育む熱意
・持続可能な社会の創り手を育成する使命感、責任感
・子どもの命を守る安全教育・危機管理の理解

倫理観
人間性
社会性

・服務規律・法令の理解と遵守
・確かな人権意識と豊かな人間性
・多様性への理解と円滑なコミュニケーションによる良好な人間関係の構築

学び続ける力
探求心

教諭 福井県が求める
採用時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ

・学校現場の実態や教育改革の動向の把握、社会の変化を前向きに受け止めよりよい教育活動を模索する態度
・自らの実践を省察し、探究心をもって挑戦し続ける姿勢
・学びの機会への積極的参加による新しい知識や多様な価値観の獲得と得意分野や強みの伸長

福井の教育が目指す育てたい人間像

○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人
○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人
○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

福井が求める教師像

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人
●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人
●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人
●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

福　井　県　教　員　育　成　指　標



※ 資質・能力に関する６つの観点「素養」「養護教諭の専門領域」「生徒指導」「特別な配慮や支援」「ICT等の利活用」「ふくいの力」は相互に関連し合っている。

・保健管理の組織的対応ができるよう
　に、校内の連携協働を推進

・学校全体の実態から課題を把握し、
　自校のカリキュラム・マネジメントに対
　しての適切な提案

・教職員全体の専門性を高める校内
　研修を企画、運営し、校内相談体制
　の充実

・近隣の学校や関係機関と情報交換
　を行い、地域レベルでの保健組織活
　動の推進

・子どもの健康課題の分析方法や保
　健マネジメントについて若手教員等
　に指導・助言

・子どもの心身の疾病や障がいに対す
　る理解と適切な対応

・自校の保健教育の計画立案に参画
　し、子どもに指導

・健康相談のプロセスを理解し、子ど
　もの健康課題について、教職員と連
　携、早期対応

・教職員及び学校三師と連携し、保健
　組織活動の企画、運営に参画

・子どもの健康課題に応じた保健室経
　営計画を立案、実践

・保健管理の組織的対応について校
　内の連携体制を整備

・子どもの実態に基づいた保健教育を
　実践

・子どもの健康課題について、保護者
　や専門家と連携し、校内相談体制を
　整備

・効果的な保健組織活動を実践し、適
　切に評価、改善

・子どもの健康課題に応じ、校内組織
　を活かした保健室経営を実践

・養護教諭の役割及び保健室の機能
　に関する基礎的な知識

保健管理

保健教育

健康相談

保健組織活動

保健室経営

ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

・福井の教育の特長の理解
・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進
・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

「ふるさと福井」の
教育

・福井の産業・歴史・文化等への理解
・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成
・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

福井の教育の継承
・福井の教育をよりよくしていく心と態
　度

・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進
・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

I

C

T

等

の

利

活

用

子どもの情報活用
能力の育成

・子どもの情報活用能力育成の重要
　性の理解

・個別最適な学び・協働的な学びの実現による子どもの問題発見解決力・自己調整力の育成
・子どもがデジタル社会の一員として責任をもって行動していく態度の醸成

活用指導力の向上
と教育活動の充実

・ICTに関する基礎的な技能の習得
・学校におけるデータ活用の意義の理
　解

・ICT活用指導力の向上とICTの特性や強みを活かした多様な学習形態や専門性の高い教育活動の実現
・学習履歴や健康上・生徒指導上のデータ等の蓄積・利活用による学習支援・校務の効率化

特

別

な

配

慮

や

支

援

全ての子どもの安
全・安心な居場所
づくり

・子どもの多様な背景と学習上・生活
　上の困難への配慮の理解

・インクルーシブ教育の視点や異文化理解・多文化共生等の考え方に基づく、多様性を認め合い支え合う安全・安心
　な風土の醸成
・子ども一人ひとりの特性等の理解と共感的な関わり、学習上・生活上のつまずきや困難の早期発見と適切な援助・指
　導

特別支援教育に関
する専門性

・特別支援教育や障がいの特性、合理
　的配慮への理解
・障がいに応じた支援に関する基本的
　な知識

・障がいの状態に応じた具体的な支
　援に関する知識・技能の習得
・多様な教育的ニーズの把握と合理
　的配慮の提供

・特別支援教育に関する最新の知識
　の習得
・個別の教育支援計画等に基づく連
　続性のある支援、保護者や関係機関
　との連携

・学校を取り巻く環境や特別支援教育
　に関する課題の把握と組織的な支援
　の調整

生

徒

指

導

子どもの発達を
支える働きかけ

・子ども一人ひとりのよさや可能性を
　伸ばす姿勢
・認め合い励まし合い支え合う集団づ
　くりと個別の子どもの状況に応じた
　配慮への理解

・子ども一人ひとりへの共感的理解とよさや可能性を伸ばす姿勢、子どもの自己指導能力の獲得を目指した支援
・子ども一人ひとりが自己存在感を感受し、個性を発揮できる相互扶助的で共感的な人間関係の育成と集団づくり
・子ども一人ひとりの自己実現やキャリアデザイン力の育成を目指した教育活動の充実

課題の未然防止・
早期発見
困難課題への
対応

・課題未然防止教育の理解
・子どもの実情や背景の把握と報告・
　連絡・相談による組織的対応の理解

・課題未然防止教育に関する学校の
　方針の理解と実践
・子どもの実情や背景の把握と報告・
　連絡・相談による組織的対応の姿勢

・組織的な課題未然防止教育の工夫
　と実践
・子どもの実情や背景の把握と個別の
　課題に対応した援助・指導
・報告・連絡・相談を通した校内外の
　スタッフによるチームでの共通理解と
　対応

・変動する社会状況や子どもの心理状
　態の的確な把握と個別の実態に応じ
　た援助・指導
・一人ひとりの子どもに対する一貫性
　のある連携体制の整備と取組の推進

・子どもや保護者と教職員の相互理
　解の重要性の理解

・保護者や地域との信頼関係の構築
・学校内外の多様な人々との連携・協働、関係機関との連携を通じた課題解決への姿勢

養

護

教

諭

の

専

門

領

域

・学校現場の実態や教育改革の動向の把握、社会の変化を前向きに受け止めよりよい教育活動を模索する態度
・自らの実践を省察し、探究心をもって挑戦し続ける姿勢
・学びの機会への積極的参加による新しい知識や多様な価値観の獲得と得意分野や強みの伸長

業務改善 ・効率的な時間管理に対する意識
・精選・改善・創意工夫による効率的・効果的な業務遂行と勤務時間の適正な管理
・心身の健康、モチベーションを高めるワーク・ライフ・バランスの実現

同僚性
・支え合い高め合う同僚性への理解
・OJTや校内研修の意義の理解

・協働的活動への積極的参加による
　同僚性の構築
・組織における自らの役割の理解と行
　動

・支え合い高め合う同僚性の構築、学
　び合う文化の醸成
・OJTや校内研修の推進、若手教員へ
　の助言

・支え合い高め合う同僚性、学び合う
　組織づくりを牽引
・組織マネジメントへの主体的な参画

・子どもの健康状態等の把握と保健
　管理に関する基礎的な知識

・養護教諭の専門性や学習指導要領
　に関する基礎的な知識・技能

・子どもの発達段階に伴う疾患及び
　健康相談に関する基礎的な知識

・保健組織活動に関する基礎的な知
　識

教員としての基盤を固める
中堅教員・ミドルリーダーとして

教育活動を牽引する
経験を生かして指導・助言し、
組織的な運営をする資質・能力に関する観点

素

養

教育的愛情
使命感
責任感

・子どものウェルビーイングを高め、豊かな人間性を育む熱意
・持続可能な社会の創り手を育成する使命感、責任感
・子どもの命を守る安全教育・危機管理の理解

倫理観
人間性
社会性

・服務規律・法令の理解と遵守
・確かな人権意識と豊かな人間性
・多様性への理解と円滑なコミュニケーションによる良好な人間関係の構築

学び続ける力
探求心

養護教諭 福井県が求める
採用時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ

連携・協働

福井の教育が目指す育てたい人間像

○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人
○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人
○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

福井が求める教師像

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人
●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人
●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人
●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

福　井　県　教　員　育　成　指　標



ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

・福井の教育の特長の理解
・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進
・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

「ふるさと福井」の
教育

・福井の産業・歴史・文化等への理解
・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成
・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

福井の教育の継承
・福井の教育をよりよくしていく心と態
　度

・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進
・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

I

C

T

等

の

利

活

用

子どもの情報活用
能力の育成

・子どもの情報活用能力育成の重要
　性の理解

・個別最適な学び・協働的な学びの実現による子どもの問題発見解決力・自己調整力の育成
・子どもがデジタル社会の一員として責任をもって行動していく態度の醸成

活用指導力の向上
と教育活動の充実

・ICTに関する基礎的な技能の習得
・学校におけるデータ活用の意義の理
　解

・ICT活用指導力の向上とICTの特性や強みを活かした多様な学習形態や専門性の高い教育活動の実現
・学習履歴や健康上・生徒指導上のデータ等の蓄積・利活用による学習支援・校務の効率化

・課題未然防止教育の理解
・子どもの実情や背景の把握と報告・
　連絡・相談による組織的対応の理解

・課題未然防止教育に関する学校の
　方針の理解と実践
・子どもの実情や背景の把握と報告・
　連絡・相談による組織的対応の姿勢

・組織的な課題未然防止教育の工夫
　と実践
・子どもの実情や背景の把握と個別の
　課題に対応した援助・指導
・報告・連絡・相談を通した校内外の
　スタッフによるチームでの共通理解と
　対応

・変動する社会状況や子どもの心理状
　態の的確な把握と個別の実態に応じ
　た援助・指導
・一人ひとりの子どもに対する一貫性
　のある連携体制の整備と取組の推進

特

別

な

配

慮

や

支

援

全ての子どもの安
全・安心な居場所
づくり

・子どもの多様な背景と学習上・生活
　上の困難への配慮の理解

・インクルーシブ教育の視点や異文化理解・多文化共生等の考え方に基づく、多様性を認め合い支え合う安全・安心
　な風土の醸成
・子ども一人ひとりの特性等の理解と共感的な関わり、学習上・生活上のつまずきや困難の早期発見と適切な援助・指
　導

特別支援教育に関
する専門性

・特別支援教育や障がいの特性、合理
　的配慮への理解
・障がいに応じた支援に関する基本的
　な知識

・障がいの状態に応じた具体的な支
　援に関する知識・技能の習得
・多様な教育的ニーズの把握と合理
　的配慮の提供

・特別支援教育に関する最新の知識
　の習得
・個別の教育支援計画等に基づく連
　続性のある支援、保護者や関係機関
　との連携

・学校を取り巻く環境や特別支援教育
　に関する課題の把握と組織的な支援
　の調整

連携・協働
・子どもや保護者と教職員の相互理
　解の重要性の理解

・保護者や地域との信頼関係の構築
・学校内外の多様な人々との連携・協働、関係機関との連携を通じた課題解決への姿勢

栄

養

教

諭

の

専

門

領

域

給
食
管
理

食
に
関
す
る
指
導

学校給食の
栄養管理

学校給食の
衛生管理

給食の時間・
各教科等

個別的な相談指
導

・個別的な相談指導の基本的なプロ
　セスに関する基礎的な知識
・食に関する健康課題（偏食、肥満・痩
　身、食物アレルギー等）への理解

・教職員、保護者と連携し、子どもの食
　に関する健康課題に応じた指導

・教職員、保護者と連携し、子どもの食
　に関する健康課題に応じた個別取組
　プランの作成、実践

・子どもの食に関する健康課題につい
　て、専門医等の関係機関と連携し、
　実態に即した指導・助言

・学習指導要領に基づいた学校にお
　ける食育に関する基礎的な知識

・子どもの食に関する実態を把握し、
　食に関する指導の全体計画の立案
　に参画、ならびに指導や情報提供

業務改善 ・効率的な時間管理に対する意識
・精選・改善・創意工夫による効率的・効果的な業務遂行と勤務時間の適正な管理
・心身の健康、モチベーションを高めるワーク・ライフ・バランスの実現

同僚性
・支え合い高め合う同僚性への理解
・OJTや校内研修の意義の理解

・協働的活動への積極的参加による
　同僚性の構築
・組織における自らの役割の理解と行
　動

・支え合い高め合う同僚性の構築、学
　び合う文化の醸成
・OJTや校内研修の推進、若手教員へ
　の助言

・支え合い高め合う同僚性、学び合う
　組織づくりを牽引
・組織マネジメントへの主体的な参画

教員としての基盤を固める
中堅教員・ミドルリーダーとして

教育活動を牽引する
経験を生かして指導・助言し、
組織的な運営をする資質・能力に関する観点

素

養

教育的愛情
使命感
責任感

・子どものウェルビーイングを高め、豊かな人間性を育む熱意
・持続可能な社会の創り手を育成する使命感、責任感
・子どもの命を守る安全教育・危機管理の理解

倫理観
人間性
社会性

・服務規律・法令の理解と遵守
・確かな人権意識と豊かな人間性
・多様性への理解と円滑なコミュニケーションによる良好な人間関係の構築

学び続ける力
探求心

栄養教諭 福井県が求める
採用時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ

・学校現場の実態や教育改革の動向の把握、社会の変化を前向きに受け止めよりよい教育活動を模索する態度
・自らの実践を省察し、探究心をもって挑戦し続ける姿勢
・学びの機会への積極的参加による新しい知識や多様な価値観の獲得と得意分野や強みの伸長

福井の教育が目指す育てたい人間像

○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人
○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人
○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人

福井が求める教師像

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人
●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人
●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人
●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

福　井　県　教　員　育　成　指　標

※ 資質・能力に関する６つの観点「素養」「栄養教諭の専門領域」「生徒指導」「特別な配慮や支援」「ICT等の利活用」「ふくいの力」は相互に関連し合っている。

・学校給食の役割に関する基礎的な
　知識
・学校給食実施基準に基づいた献立
　作成への理解

・子どもの栄養摂取状況を把握し、地
　域や学校の特色に応じた献立の作
　成

・子どもの栄養摂取状況を分析し、家
　庭や教職員等と連携した栄養管理
　の実践

・子どもの栄養摂取状況分析方法や、
　適切な栄養管理について若手教員
　等に指導・助言

・衛生管理の基礎的な知識と理解
・学校給食衛生管理基準に基づいた
　日常点検等について、調理従事員に
　指導・助言

・学校給食施設に応じた衛生管理の
　改善について、教職員、調理従事者
　等に指導・助言

・学校給食における衛生管理に関し
　て、地域レベルで関係者に対し指導・
　助言

・子どもの食に関する実態から課題を
　把握し、食育を学校全体で組織的に
　推進

・子どもの食に関する課題、地域の実
　状等をもとに、家庭と連携した地域レ
　ベルでの食育を推進

生

徒

指

導

子どもの発達を
支える働きかけ

・子ども一人ひとりのよさや可能性を
　伸ばす姿勢
・認め合い励まし合い支え合う集団づ
　くりと個別の子どもの状況に応じた
　配慮への理解

・子ども一人ひとりへの共感的理解とよさや可能性を伸ばす姿勢、子どもの自己指導能力の獲得を目指した支援
・子ども一人ひとりが自己存在感を感受し、個性を発揮できる相互扶助的で共感的な人間関係の育成と集団づくり
・子ども一人ひとりの自己実現やキャリアデザイン力の育成を目指した教育活動の充実

課題の未然防止・
早期発見
困難課題への
対応



福井の教育の継承

・子ども一人ひとりの個性を「引き出す教育」の推進
・子どもが探究心を持ち、学びを「楽しむ教育」を進めるための教育活動の工夫

・ふるさとへの理解を深め、愛着を持ち、継承発展しようとする子どもの育成
・子ども自身の「やりたいこと」と「福井の将来」を探究する学びの推進

・幼・小・中・高の円滑な学びの接続による教育の推進
・学校内外の世代間交流や校種間交流による教員の学びの深化

・明確な教育理念、状況に応じた的確な判断、迅速で合理的な決断
・学校教育を取り巻く環境の変化への適応
・教育資源の開発・活用

アセスメント能力
・内外環境に関する情報の収集・整理、データや理論に基づいた分析、関係者との共有
・多様な人材の能力や特徴、価値観の理解と公正な評価

財務管理
・学校経営方針に基づく予算編成と執行による教育環境の整備・充実
・事務職員と連携した組織的で適正な執行管理

ふ

く

い

の

力

引き出す教育・
楽しむ教育

「ふるさと福井」の教育

・教職員の自律的な成長や中核となる人材の育成を意識した業務の割り当て、適正な評価と指導・助言
・教職員の自律的な学びを促す校内研修の推進
・対話に基づく教職員の意欲喚起とキャリアパスへの助言、一人一人に応じた研修等の受講奨励

働きがいと働きやすさ
の両立

・業務の適正化と勤務時間管理による子どもと向き合う時間の確保と教育者としての幸福感の向上
・教職員のメンタルヘルス対策と労働安全衛生管理の充実、ワーク・ライフ・バランスの推進

学校安全・危機管理

学

校

経
営

者

と

し

て

の

専
門

性

経営方針提示
・学校の置かれた状況や教育課題の把握と明確な経営ビジョンの提示
・経営ビジョンの教職員との共有、地域や保護者への発信による連携・協働の促進

教育活動の推進
・教育課程および教育活動の評価・改善と組織的な学校運営による特色ある学校づくり
・多様な子どもに対する個別最適な支援の工夫、多様な教育的ニーズへの組織的な対応

組織づくり
・目標達成に向けた適切な校務分掌の設計、教職員の適性を生かした業務分担、役割の明確化
・多様な専門性等を有する人材が強み等を生かして連携協働できる体制構築の工夫
・教師同士の学び合いを促進する環境整備・雰囲気づくり

人材育成

・服務規律・法令遵守の教職員への啓発と徹底
・様々な危機に対する未然防止策の策定による組織体制の整備
・保護者・地域・関係機関との協力関係の構築

素

養

教育者としての資質
・教育者としての素養を磨き、教職に関する見識を高める姿勢
・学校教育の持続的改善に向けた保護者や地域、関係機関との信頼関係の構築

マネジメント能力

福井の教育が目指す育てたい人間像

福井が求める教師像

福　井　県　教　員　育　成　指　標

ファシリテーション能力
・多様な専門性等を有する人材が円滑にコミュニケーションを取れる心理的安全性の確保
・保護者や地域、関係機関や産業界等との折衝・協働による相互作用の促進

トップリーダーとして教育活動を推進する
管理職

資質・能力に関する観点

●校種・教科等に関する専門的知識・実践的技能を持った人
●専門分野に偏らない幅広い教養を身につけ、自立した社会人としての良識や幅広い視野を持った人
●子どもたちはもとより、同僚や家庭、地域社会と円滑な人間関係を築き、課題に対して臨機応変に対応できる人
●教育に対する情熱・使命感に燃え、常に学び続ける向上心を持った人

○個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人
○多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人
○ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人


